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組
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組
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重点取
組

平成３０年度 総括具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果
①ペア学年活動が軌道にのり、思い
やりの気持ちをもって相手に伝わる方
法を具体的に考え、実践することがで
きた。②児童の課題に応じてスキル
アップをめざしているが、家庭での基
本的生活について課題がある。③各
教科の中で積極的にペア学習を取り
入れ、目当てを意識した主体的な学
習を少しずつ実践することができた。

B
確かな
学力

①相手意識や目的意識をもたせる為に、
学校の特色であるペア学年活動を活用し、
学習活動を総合的に取り組んでいくように
する。②各学年で学力状況調査の分析に
基づいて、基礎・基本の定着を目指した指
導をする。③各教科でペアやグループでの
学習を取り入れ、児童の言語活動を保証
するようにする。

①ペア学年活動が軌道にのり、思い
やりの気持ちをもって相手に伝わる方
法を具体的に考え、実践することがで
きた。②児童の課題に応じてスキル
アップをめざしているが、家庭での基
本的生活について課題がある。③各
教科の中で積極的にペア学習を取り
入れ、めあてを意識した主体的な学
習を少しずつ実践することができた。

B
確かな
学力

①相手意識や目的意識をもたせるため
に、学校の特色であるペア学年活動を活
用し、学習活動を総合的に取り組んでいく
ようにする。②児童の課題に応じた家庭学
習の内容を考え、家庭と協力していくよう
にする。③各教科でペア学習を取り入れ、
児童の言語活動を保証するようにする。

①ペア学年活動では、思いやりの気
持ちをもって相手に伝わる方法を考
え、実践することができた。②児童の
課題に応じてスキルアップをめざして
いるが、家庭での基本的生活につい
て課題がある。③各教科の中で積極
的にペア学習を取り入れ、アクテブ
ラーニングにつながる主体的な学習
を少しずつ実践することができた。

B
確かな
学力

①相手意識や目的意識をもたせる為に、
学校の特色であるペア学年活動を活用し、
学習活動を総合的に取り組んでいくように
する。②児童の課題に応じた家庭学習の
内容を考え、家庭と協力していくようにす
る。③各教科でペア学習を取り入れ、児童
の言語活動を保証するようにする。

①教職研修や、児童対象の人権教室
を実践し、児童理解を深めながら人権
意識を高められるように努めた。ま
た、講師を招請した研究授業を伴い、
道徳教育の指導力向上に努めた。②
たてわりペアを生かした活動を進め、
相手意識を高めた。あいさつ力、コ
ミュニケーション力にはまだ課題があ
り、豊かな心につながる継続指導が
必要である。

B
豊かな

心

①研究授業を伴った人権・道徳教育の指
導力向上に努め、体験を通して、他者との
かかわりや自己を見つめ、規範意識や自
尊感情を高められるよう、多様な体験活動
を推進する。②ペア学年活動や総合的学
習の時間をはじめ、様々な活動の中で、異
学年、地域の人とのふれあいを大切にす
る。

①教職研修や、児童対象の人権教室
を実践し、児童理解を深めながら人権
意識を高められるように努めた。ま
た、講師を招請した研究授業を伴い、
道徳教育の指導力向上に努めた。②
たてわりペアを生かした活動を進め、
相手意識を高めた。あいさつ力、コ
ミュニケーション力にはまだ課題があ
り、豊かな心につながる継続指導が
必要である。

B
豊かな

心

①研究授業を伴った人権・道徳教育の指
導力向上に努め、体験を通して、他者との
かかわりや自己を見つめ、規範意識や自
尊感情を高められるよう、多様な体験活動
を推進する。②ペア学年活動や総合的学
習の時間をはじめ、様々な活動の中で、異
学年、地域の人とのふれあいを大切にす
る。

　

①研究授業を伴い、人権・道徳教育
の指導力向上に努めた。教職員の研
修や、児童対象の人権教室を実践
し、児童理解を深め、人権意識を高め
られるように努めた。②たてわりペア
を生かした活動を進め、相手意識を
高めた。あいさつ力、コミュニケーショ
ン力にはまだ課題があり、豊かな心に
つながる継続指導が必要である。

B
豊かな

心

①研究授業を伴った人権・道徳教育の指
導力向上に努め、体験を通して、他者との
かかわりや自己を見つめ、規範意識や自
尊感情を高められるよう、多様な体験活動
を推進する。②ペア学年活動や総合的学
習の時間をはじめ、様々な活動の中で、異
学年、地域の人とのふれあいを大切にす
る。

①持久走は、ほぼ計画通り実施でき、
楽しそうに走る姿が見られた。長縄集
会では、クラス全体の体力向上だけで
なく、学級経営にも効果があった。②
お互いに誘い合って遊びにいく児童
が増えてきた。また、児童は真剣に健
康安全の健康に関する放送を見てい
た。手洗いの仕方など、放送の内容を
実践する姿が見られた。

A
健やか
な体

①一校一実践として、「わくわく持久走」に
取り組む。また、長縄集会に向けて練習を
し、体力向上を図る。②お互いに誘い合い
ながら外に遊びへ出ることを奨励し、心身
共に健康で明るい生活を送れるようにす
る。健康安全の日の放送を通じて、自らの
健康に関心をもち、実践する意欲を育て
る。

①わくわく持久走は、3年目になり、子
どもたちにとって習慣化しており、いき
いきと走る姿が見られた。長縄集会に
向け、各クラスでめあてを立て、楽し
みながら取り組んでいた。②校庭の使
用のルールを守りながら、多くの児童
が元気に遊んでいた。また、健康安全
の放送を見て、歯磨きの仕方を見直し
たり、進んで歯磨きに取り組もうとした
りする姿が見られた。

A
健やか
な体

①一校一実践として、「わくわく持久走」に
取り組む。また、短縄では音楽に合わせて
跳んだり、長縄の集会を開いたりして体力
向上を図る。②お互いに誘い合いながら外
に遊びへ出ることを奨励し、心身共に健康
で明るい生活を送れるようにする。健康安
全の日の放送を通じて、自らの健康に関
心をもち、実践する意欲を育てる。

①低中高別に年間を通して持久走に
取り組んだ。継続して取り組んだこと
で同じペースで継続して走る力や持
久力が高まった。②担任による外遊
びの声かけによって多くの子どもが校
庭に出て、遊ぶ姿が見られた。健康
安全の放送で、食事や運動など様々
な視点からの健康に関する知識を得
て、実践する態度を育てることができ
た。

A
健やか
な体

①一校一実践として、「わくわく持久走」に
取り組む。また、短縄では音楽に合わせて
跳んだり、長縄の集会を開いたりして体力
向上を図る。②お互いに誘い合いながら外
に遊びへ出ることを奨励し、心身共に健康
で明るい生活を送れるようにする。健康安
全の日の放送を通じて、自らの健康に関
心をもち、実践する意欲を育てる。

①話し合い活動を通して意見交流をし
ながら集団決定をする機会を設けた。
自分の考えを進んで実践しようとする
態度が身についてきている。②児童
会活動でも取り上げ、あいさつ週間の
取り組みを通して、きちんとあいさつ
することができるようになった。様々な
学習で、地域の様々な人々とかかわ
り合うことができた。

B
キャリア

教育

①教師からの提案を基に、児童が意見交
流をしながら選択し、決定する機会を多く
設定していくようにする。また、児童自身で
考え実践したことを認め、価値付けしていく
ことを繰り返し、児童に達成感を味わわせ
るようにする。②たくさんの人との関わりを
もつ機会を増やし、人とつながるよさを実
感させ、あいさつや礼儀正しくする必要性
を体感させるようにする。

①話合い活動を通して意見交流をし
ながら集団決定をすることができるよ
うになってきた。自分の考えを進んで
実践しようとした。②児童会活動で取
り上げ、挨拶週間の取り組みを通し
て、気持ちをこめて挨拶することがで
きるようになってきた。様々な学習で、
地域の様々な人々と関わり合い、感
謝することができた。

B
キャリア

教育

①教師からの提案を基に、児童意見交流
をしながら選択し、決定する機会を多く設
定していくようにする。また、児童自身で考
え実践したことを認め、価値付けしていくこ
とを繰り返し、児童に達成感を味わわせる
ようにする。②たくさんの人との関わりをも
つ機会を増やし、人とつながるよさを実感
させ、あいさつや礼儀正しくする必要性を
体感させるようにする。

①話し合い活動を通して意見交流をし
ながら集団決定をする機会を設けた。
自分の考えを進んで実践しようとする
態度が身についてきている。②社会
科や道徳、横浜の時間などで地域の
様々な人々とかかわり合うことができ
た。あいさつ週間の取り組みもあり、
きちんとあいさつすることができるよう
になった。

B
キャリア

教育

①教師からの提案を基に、児童が意見交
流をしながら選択し、決定する機会を多く
設定していくようにする。また、児童自身で
考え実践したことを認め、価値付けしていく
ことを繰り返し、児童に達成感を味わわせ
るようにする。②たくさんの人との関わりを
もつ機会を増やし、人とつながるよさを実
感させ、あいさつや礼儀正しくする必要性
を体感させるようにする。

①全学年のコンサルテーションは、で
きなかったが、該当学年の見取りがで
き、支援の在り方を研修することがで
きた。②ユニバーサルデザイン教育を
意識し、環境整備に努めた。③学級だ
けの問題とせず、学年、学校が支援
する体制をとりながら授業を進めた。
中学との連携、幼保との情報交流を
図ることができた。

A
特別支
援教育

①コンサルテーションを行って、支援の在り
方を研修する。特別支援教室の振り返りを
する。②教室の前面をすっきりさせるなど、
学習に集中できる環境を作る。誰にでも分
かる授業のために、学習の流れが見える
板書に努める。③教科担任制の取組、中
学校教諭による授業を受ける。幼保との情
報交換や連携をもとに、スタートカリキュラ
ムの充実を図る。

①コンサルテーションや、校内研修を
通して、共通理解を図り、児童の見取
りや支援に努めた。②ユニバーサル
デザイン境域を意識し、環境整備に努
めた。③学級だけの問題とせず、学
年、学校が支援する体制をとりながら
授業を進めた。中学との連携、幼保と
の情報交流を図ることができた。

A
特別支
援教育

①コンサルテーションを行って、支援の在
り方を研修する。特別支援教室の振り返り
をする。②教室の前面をすっきりさせるな
ど、学習に集中できる環境を作る。誰にで
も分かる授業のために、学習の流れが見
える板書に努める。③教科担任制の取
組、中学校教諭による授業を受ける。幼保
との情報交換や連携をもとに、スタートカリ
キュラムの充実を図る。

①全学年のコンサルテーションは、で
きなかったが、該当学年の見取りがで
き、支援の在り方を研修することがで
きた。②ユニバーサルデザイン教育を
意識し、環境整備に努めた。③学級だ
けの問題とせず、学年、学校が支援
する体制をとりながら授業を進めた。
中学との連携、幼保との情報交流を
図ることができた。

A
特別支
援教育

①コンサルテーションを行って、支援の在
り方を研修する。特別支援教室の振り返り
をする。②教室の前面をすっきりさせるな
ど、学習に集中できる環境を作る。誰にで
も分かる授業のために、学習の流れが見
える板書に努める。③教科担任制の取
組、中学校教諭による授業を受ける。幼保
との情報交換や連携をもとに、スタートカリ
キュラムの充実を図る。

①児童支援専専任を中心に組織的に
対応し、情報の共有化に努め、問題
行動にも迅速対応することができた。
また、関係諸機関と連携し、児童の規
範意識向上の取り組みを進めた。地
域パトロールを繰り返し行い、地域か
らの情報を集めながら児童指導に取
り組んだ。②教室での特別支援につ
いて教職員の理解が進み、授業効果
を上げた。

A
児童問

題

①専任を中心とした組織的な対応、情報の
共有化に努め、問題行動に迅速に対応す
る。早期発見、早期対応、未然防止に努め
る②児童のニーズに合わせた支援が多く
の職員でできるように、アセスメントシート・
個別の指導計画・個別の教育計画を活用
する。　トラブル未然防止のためのＹＰアセ
スメントシートでありたい。

①児童支援専任を中心に組織的に対
応し、情報の共有化に努め、問題行
動にも迅速に対応することができた。
また、関係諸機関と連携し、児童の規
範意識向上の取り組みを進めた。地
域パトロールを繰り返し行い、地域か
らの情報を集めながら児童指導に取
り組んだ。②教室での特別支援につ
いて教職員の理解が進み、授業効果
を上げた。

A
児童指

導

①専任を中心とした組織的な対応、情報
の共有化に努め、問題行動に迅速に対応
する。早期発見、早期対応、未然防止に努
める②児童のニーズに合わせた支援が多
くの職員でできるように、アセスメントシー
ト・個別の指導計画・個別の教育計画を活
用する。　トラブル未然防止のためのＹＰア
セスメントシートでありたい。

①児童支援専専任を中心に組織的に
対応し、情報の共有化に努め、問題
行動にも迅速対応することができた。
関係諸機関と連携し、児童の規範意
識向上の取り組みを進めた。地域パト
ロールを繰り返し行い、地域からの情
報を集めながら児童指導に取り組ん
だ。②教室での特別支援について教
職員の理解が進み、授業効果を上げ
た。

A
児童指

導

①専任を中心とした組織的な対応、情報
の共有化に努め、問題行動に迅速に対応
する。早期発見、早期対応、未然防止に努
める②児童のニーズに合わせた支援が多
くの職員でできるように、アセスメントシー
ト・個別の指導計画・個別の教育計画を活
用する。　トラブル未然防止のためのＹＰア
セスメントシートでありたい。

①今年も地域の方には大変協力をい
ただいて、総合などの学習を進めてい
くことができた。②児童がふるさと祭り
に出演するなど、学校からの奨励に
応じて楽しんでいた。職員も実行委員
会からのかかわりをもってPTAと協力
しながら活動に携わった。③学校だよ
りで、学校の様子や、地域の方の学
校での活動を紹介することができた。

A
地域と
の連携

① 5年生総合（米作り）、３年生総合（昔の
暮らし）、クラブボランティアなど、地域の力
を取り入れる。②児童・職員のふるさと祭り
などの地域行事への参加を奨励する。③
学校だよりなどをホームページで公開する
など、地域への情報発信に努める。

①今年も地域の方には協力をいただ
いて、総合などの学習を進めていくこ
とができた。②児童がふるさと祭りに
出演するなど、学校からの奨励に応じ
て楽しんでいた。職員も実行委員会か
らのかかわりをもってPTAと協力しな
がら活動に携わった。③学校だより
で、学校の様子や、地域の方の学校
での活動を紹介することができた。

A
地域と
の連携

① 5年生総合（米作り）、３年生総合（昔の
暮らし）、クラブボランティアなど、地域の力
を取り入れる。②児童・職員のふるさと祭り
などの地域行事への参加を奨励する。③
学校だよりなどをホームページで公開する
など、地域への情報発信に努める。

①今年も地域の方には大変協力をい
ただいて、総合の学習を進めていくこ
とができた。②児童がふるさと祭りに
出演するなど、学校からの奨励に応じ
て楽しんでいた。職員も実行委員会か
らのかかわりをもってPTAと協力しな
がら活動に携わった。③学校だより
で、学校の様子や、地域の方の学校
での活動を紹介することができた。

A
地域と
の連携

① 5年生総合（米作り）、３年生総合（昔の
暮らし）、クラブボランティアなど、地域の力
を取り入れる。②児童・職員のふるさと祭り
などの地域行事への参加を奨励する。③
学校だよりなどをホームページで公開する
など、地域への情報発信に努める。

①ペア学年での活動を通して、お互い
に認め合うことができた。②アンケート
等の実施で、いじめを見逃さず、早期
発見、未然防止の体制をつくることが
できた。③全職員で共通理解し、指
導・支援を行うことで、解決に向けて
迅速に取り組むことができた。④道徳
学習や人権学習では、自己を見つめ
ることができた。また、外部講師から
の授業を受けることもできた。

A
いじめ
への対

応

①特色ある教育活動(ペア活動)の推進をし
自己有用感を感じられる学校風土をつく
る。②YPアセスメントシートやアンケートを
実施し、いじめを見逃さない教職員の体制
をつくる。③速やかに正確な情報収集を行
い、全職員で情報を共有し、指導・支援に
あたる。④道徳教育、人権教育では、児童
に自己を見つめ、より多角的・多面的にと
らえ、自らの考えを深める力を育む学習を
する。

①ペア学年での活動を通して、お互い
に認め合うことができた。②アンケート
等の実施で、いじめを見逃さず、早期
発見、未然防止の体制をつくることが
できた。③全職員で共通理解し、指
導・支援を行うことで、解決に向けて
迅速に取り組むことができた。④道徳
学習や人権学習では、自己を見つめ
ることができた。また、学年によっては
外部講師からの授業を受けることもで
きた。

A
いじめ
への対

応

①特色ある教育活動(ペア活動)の推進を
し自己有用感を感じられる学校風土をつく
る。②YPアセスメントシートやアンケートを
実施し、いじめを見逃さない教職員の体制
をつくる。③速やかに正確な情報収集を行
い、全職員で情報を共有し、指導・支援に
あたる。④道徳教育、人権教育では、児童
に自己を見つめ、より多角的・多面的にと
らえ、自らの考えを深める力を育む学習を
する。

ブロック
内

相互評
価

後の気
付き

・様々なスタイルのペア活動や話し合いを軸に、主体的な学習活動や、多様なふれあ
いを大切にした実践を進めることができた。
・挨拶運動や持久走への取り組みを通じて、規則正しい生活や自ら進んで健康を維持
しようとする態度を育成するおとができた。
・地域・関係機関との連携とともに、職員の特別支援への理解が進み、授業および児
童指導への成果を上げることができた。

ブロック
内

相互評
価

後の気
付き

・人権教室などを実施し、児童の人権意識が高まってきた。たてわりペアの活動を進め、他者を
思いやる気持ちが育ってきた。
・児童支援専任を中心に組織的に迅速に対応し、児童の規範意識の向上に通り組んできた。
・総合的な学習などを通して、地域との交流を進め、地域との連携が進んできた。
・確かな学力への具体的で目当てを意識した取り組みをした。
・中学校でも力を入れているあいさつ活動は、小中の連携につながる取り組みである。
・教師の道徳研修や子どもの人権学習が、子どもの成長につながり、学級づくりに生きている。

ブロック
内

相互評
価

後の気
付き

・児童が主体的に取り組んだ挨拶運動を通して、進んで挨拶をする気持ちが育ってい
る。
・総合的な学習や地域の行事において、地域との連携が進み、豊かな学校運営に繋
がっている。
・中学校との連携、地域との連携を進め、児童生徒理解や指導体制づくりが進んでい
る。
・特色ある教育活動（ペア活動）の実践を通して、主体的な学習実践へ向けての取り組
みがしっかりと行われている。さらに、他者を思いやる気持ち、お互いの自己有用感を
大切にする学校風土づくりが進んでいる。

①重点研では、学級づくりに重点をし
ぼり、子どもの実態を丁寧に見取りな
がら、教師の意図をもって経営するこ
とを研修を重ねてきた。そのため、教
師同士で密に子どもを見ることがで
き、学級経営に生かすことができた。

A

人材育
成・

組織運
営

①重点研では学級づくりについて、各学級
の具体的な取り組みを見たり、聞いたりし
ながら研究を積み重ねていくような環境に
していく。また、学年研では学年での教材
研究の時間を確保していくように意識す
る。②授業参観を積極的に行い、保護者と
意見を伝え合うようにする。また、具体的な
取り組みを提案することにより一緒に実践
し、検証してく。

①重点研では、学級づくりに重点をし
ぼり、子どもの実態を丁寧に見取りな
がら、教師の意図をもって経営するこ
とを研修を重ねてきた。3年間の積み
重ねで、教師同士で密に子どもを見る
ことができ、学級経営に生かすことが
できた。③保護者との話合いや伝え
合いをもとに、全職員で関係づくりを
行うことができた。

A

人材育
成・

組織運
営

①重点研では学級づくりについて、各学級
の具体的な取り組みを見たり、聞いたりし
ながら研究を積み重ねていくような環境に
していく。また、学年研では学年での教材
研究の時間を確保していくように意識す
る。②授業参観を積極的に行い、保護者と
意見を伝え合うようにする。また、具体的な
取り組みを提案することにより一緒に実践
し、検証してく。

①互いの授業を見合うことで、授業改
善を図ることができた。今年度の重点
研では学級づくりを位置付けており、
それが生きた学級経営を実践するこ
とができた。②授業参観を通して見え
てきた指導法や掲示物など、先輩か
ら助言を行うようにし、指導の改善を
図ることができた。

A

人材育
成・

組織運
営

①重点研では学級づくりについて、各学級
の具体的な取り組みを見たり、聞いたりし
ながら研究を積み重ねていくような環境に
していく。また、学年研では学年での教材
研究の時間を確保していくように意識す
る。②授業参観を積極的に行い、保護者と
意見を伝え合うようにする。また、具体的な
取り組みを提案することにより一緒に実践
し、検証してく。

学校経
営

中期取
組

目標
振り返り

・ペア学年活動への取り組みは２年目となり、お互いの気持ちを思いやる活動がより具
体的になり、児童の意欲も高まってきている。
・中休みの持久走を始めたが、走ることが楽しいと感じている様子があり、運動への関
心が高まってきている。
・ペア学習で、自分の思いを伝えることに意欲をもつことが学習は話し合いへの意欲に
つながっている。基礎力の定着を表現力・思考力につなげていきたい。

学校経
営

中期取
組

目標
振り返り

・重点研究での特活の取り組みを通して、子どもたちが自分たちのクラスを大切に思
い、主体的に活動していくことができた。ペア活動や話し合い活動により、相手意識を
持った言語活動を積み重ね、自己有用感につながってきたと考える。
・ペア学年活動では互いに思いやりの気持ちをもった活動を積み重ねることができた。
・あいさつ運動は定着し、児童会でもあいさつ運動を活発にする提案がされている。さ
らに色々な活動を通して、自己決定していく力を育てていきたい。

学校経
営

中期取
組

目標
振り返り

・重点研究の取り組みの積み重ねにより、自分の考えが生かされていく充実感や助け
合う喜びを感じることができるようになってきた。
・ペア学年活動により、お互いの気持ちを思いやる心が育っているが、今後もコミュニ
ケーション能力を育てることは大切である。
・自己有用感をさらに高めるために、学力メンでのサポートや、教師の指導力を高め、
学習する喜びや基礎・基礎・基本の定着を図りたい。

学校関係
者

評価

・YPアセスメントシートなどを使って、子どもたし一人ひとりに応じた支援を行っているこ
とが、「学校が楽しい」という意識につながっている。
・あいさつ運動の「成果として、見守りたいの地域の方々へのあいさつが増えてきてい
る。
・子どもたちが困ったときに、相談できる人がいるという意識を育てたい。
・地域行事への体験的な活動への参加を今後も呼びかけていきたい。
・家庭境域に対する啓蒙の必要性も高まってきている。

学校関係
者

評価

・子どもたちが、めあてをもって頑張っている様子が分かった。
・自己有用感を持ち社会参加をしながら、自分が社会に求められていることを感じてほ
しい。
・人権週間や「ふわふわ言葉」の取り組みは子どもの心を育てることにつながる。

学校関係
者

評価

・子どもたちが、まちで見守りたいの方々に会うと、すすんで挨拶する姿が見られるよう
になった。また、地域へ向けての意識をもてる総合の取り組みもあり、「ふるさとまつり」
への参加をするなど、積極性がみられた。今後も、「自分たちの地域をより良くしていき
たい」という気持ちを大切に育ててほしい。
・ペア学年活動により、お互いの気持ちを思いやる心が育っている。今後もコミュニケー
ション能力を育てることは大切である。

具体的取組 自己評価結果
確かな
学力 129 <160 146 <153 確かな

学力 128 <160

重点取
組

平成２８年度 重点取
組

平成２９年度 重点取
組

平成３０年度
具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果

<153 豊かな
心 131 <160 154 <153

<153
豊かな

心 137 <160 147 <153 豊かな
心 131 <160 154

148 <153 確かな
学力 138 <160 148

<160 166 <153
キャリア

教育 165 <160 140 <153 キャリア
教育 166

149 <160 145 <153 健やか
な体 134健やか

な体 149 <160 149 <153 健やか
な体

144 <153
特別支
援教育 161 <160 143 <153 特別支

援教育 161 <160
<160 145 <153 キャリア

教育 166 <160

<153 児童問
題 146 <160 152 <153

<153
児童指

導 146 <160 149 <153 児童指
導 146 <160 152

143 <153 特別支
援教育 161 <160 132

<160 150 <153
いじめ
への対 0 <160 0 <153 いじめ

への対 176
115 <160 152 <153 地域と

の連携 115地域と
の連携 115 <160 150 <153 地域と

の連携

173 <153
人材育

成・ 160 <160 126 <153 人材育
成・ 160 <160

<160 166 <153 いじめ
への対 176 <160

<153
相互評

価 174 <265 相互評
価 250 <265 相互評

価 223 <265
101 <153 人材育

成・ 160 <160 144

185 <265

学校関
係者 200 <265

中期目
標 183 <265 中期目

標 218 <265 中期目
標

学校関
係者 202 <265 学校関

係者 110 <265


